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研究成果の概要（和文）：本研究では、言語進化、とくにラベル獲得の進化的・発達的基盤のひとつの要因として近年
注目を浴びている「感覚間一致」に着目し、その進化的起源を探るため、比較認知科学的なアプローチを施した。とく
に、順序と空間の間の感覚感一致について分析を行ってきた。その結果、チンパンジー、オランウータン、アカゲザル
といった動物種においてヒトとよく似た順序と空間の間の感覚感一致が知覚されていることがわかった。また、チンパ
ンジーを対象に行った追加研究では、とくに脳の半球優位性がこの知覚に影響を与えること、更には実際にこの順序と
空間を処理する認知リソースが重複を持っている可能性が示唆される結果を得た。

研究成果の概要（英文）：In the current project, I have focused on crossmodal correspondences which 
thought to be one of the important factors for acquisition of language, especially "labels", in our 
evolution as well as in our development. Specifically I have conducted comparative studies of crossmodal 
correspondences between "order" and "space". I have found that chimpanzees, orangutans, rhesus monkeys 
share similar crossmodal correspondences between "order" and "space" with us human and spontaneously map 
"order" information onto "space". Further study in chimpanzees suggested that these crossmodal 
correspondences are modulated by the brain hemispheric laterality. Also I have confirmed that the 
cognitive resources processing "order" and "space" do overlap as suggested by studies in humans. 
Therefore, the observed cross-modal correspondences between "order" and "space" in nonhuman primates seem 
to be very similar phenomenon to those observed in humans.

研究分野：比較認知科学
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１．  研究開始当初の背景 
類人猿の言語訓練を皮切りに、過去一世紀ち
かく、ヒトの言語の進化的起源を探るため、
様々な動物を対象に言語に関連する認知能
力が調べられてきた。そのなかで、言語の
様々な下位コンポーネントに対する比較認
知科学的なアプローチが進められており、特
に概念形成能力については数多くの知見が
集まってきた。一方で、ラベルの理解がヒト
以外の動物では特に難しいということもわ
かってきており、これらは２０世紀の比較認
知科学の大きな成果の一つであった。近年で
は、複数感覚情報を統合した概念を動物も形
成することが、申請者の研究によりあきらか
になった。 
本申請研究は、ラベルの理解がヒト以外の
動物においては非常に困難であるという点
に着目したうえで、新たな切り口から、ヒト
の言語の進化的起源を探究することを目的
とした。そのために申請者は、認知科学、進
化心理学などの領域で、ヒトの言語とくにラ
ベルの進化的・発達的な基盤の一つであると
して高い注目を浴びている感覚間一致や音
象徴に注目をした。本研究では、チンパンジ
ーを対象に、かれらの感覚間一致を分析する
ことにで、ヒトの言語の進化的基盤を分析す
る。 
 
２． 研究の目的 
近年、言語ラベル獲得や概念メタファーの進
化的・発達的基盤のひとつの要因として注目
を 浴 び て い る の が 、 感 覚 間 一 致
(CrossmodalCorrespondence)である。これ
は、異なる処理ドメインを持つ情報間（特に
視聴覚感覚間）に類似性・一致性を知覚する
ことをさしている。コミュニケーションのツ
ールとして「ことば」が機能するためには、
他者と共有される必要がある。音と視覚刺激
の無限の組み合わせの中から、他者と共有さ
れやすいラベルや概念メタファーを生みだ
すことは困難である。しかし、感覚間一致に
よって、ある情報間に結びつきやすさがある
とすればどうであろうか。組み合わせの幅が
狭まることになり、それに基づき生成された
ラベルや概念メタファーは、他者にとっても
受け入れやすいものとなるであろう。 
それでは、ヒトはなぜ感覚間一致を獲得し
たであろうか。これは、言語の進化的基盤を 
考えるうえで重要な問いである。これまでに、
言語との共進化、文化との相互作用、脳の情
報処理様式や発達的な変化に由来する可能
性、などが議論されているが、明確な答えは
得られていない。進化的な基盤を探究するう
えで、特にヒトと動物の共通点・相違点を探
る比較認知科学的なアプローチをおこなう
ことが重要である。ヒトの特徴は、他の動物
種と比較することでより浮き彫りとなるか
らである。 
本研究ではこの目的のため、チンパンジー
やアカゲザルを対象に彼らの感覚間一致に

ついて分析を行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では、チンパンジーを中心的な被験体
としながらもアカゲザルにもその比較の対
象を広げつつ感覚間一致について比較認知
科学的分析をおこなった。彼らがどのような
感覚間一致をもつのか、探索的に分析してい
くとともに、その感覚間一致を生み出すメカ
ニズムにもアプローチすることで、感覚間一
致の進化的基盤の解明をめざした。 
手続きには、詳細な分析が可能となるため
コンピューター課題をもちいた。例えば、ま
ず、視覚刺激をもちいた弁別課題を訓練する。
学習成立後、テスト試行では聴覚刺激を視覚
刺激に先行して呈示し、視覚刺激をもちいた
弁別課題に対する影響を測定する。ヒトのも
つ感覚間一致や、音象徴での組み合わせにそ
ぐう聴覚刺激が呈示された試行と、そぐわな
い聴覚刺激が呈示された試行における、弁別
成績を比較することで、彼らが対象の感覚間
一致をもつかを分析する。同様に、空間と時
間や空間と順序の間の感覚間一致について
もコンピューター課題を中心に実験をおこ
なった。 
 
４．研究成果 
申請者はチンパンジーを対象に感覚間一致
の比較研究を立ち上げ推進してきた。チンパ
ンジーはヒトに最も近縁な現生動物種であ
り、視覚・聴覚それぞれの処理様式が、非常
にヒトと似通っていることが報告されてい
る。そのため、ヒトと同様の刺激をもちいる
ことで直接的に比較することが可能である。
感覚間一致が言語による相互作用を必要と
するかを調べる最初の対象種として最適で
あるといえる。 
これまでの申請者の研究の成果として、チ
ンパンジーも、①音の高さと明るさの間の感
覚間一致や、②空間と社会的順序の間の感覚
間一致、③空間と学習した系列情報の間の感
覚間一致、をもつことがわかった。さらに、
アカゲザルを対象にした比較研究において
は、空間と学習した系列の間の感覚間一致が
アカゲザルにおいてもみられることが分か
った。なお、これらの成果は、査読付きの国
際誌にて成果を発表するとともに、国内外の
学会においても成果を発表してきた。 
各成果について、具体的に記述する。まず、
①においては、チンパンジーが、高音を聞い
た際には明るい色に注意が補足されやすく
なり、低音を聞いた際には、暗い色に注意が
補足されやすくなることを発見した。これは
彼らが、ヒト同様に、高音と明るい色、低音
と暗い色の間に感覚間一致を知覚すること
を示唆する結果であった。 
つぎに、②として、社会的な順位を一切手
掛かりとしない、個体識別課題を被験体に課
しているにもかかわらず、順位の高い個体が
空間上方、順位の低い個体が空間下方に配置



されている場合に、その逆の配置の場合より
も、個体識別課題の成績が良くなることを発
見した。実際の生活の場においてはそのよう
な組み合わせが多くみられるということは
ないにもかかわらず、チンパンジーがこうし
た反応バイアスを示したということは、チン
パンジーにおいても空間の高い位置・低い位
置と、社会的順位の高い・低いが結びついて
いることを強く示唆する結果である。言い換
えれば、これは概念メタファーのようなもの
がチンパンジーにも存在していることを示
唆する結果であった。 
最後に、③の結果について述べる。②の結
果はチンパンジーにおいても、空間と社会的
序列が結びついており、感覚間一致を生じさ
せていることを強く示唆した。しかしながら、
使用している刺激が社会的な刺激であるた
め、日常生活における経験の効果を完全には
排除できない。実験者が観察している範囲に
おいては、実際に高順位個体が空間の高い場
所を、あるいは低順位個体が空間の低い場所
をより多く使用しているということは認め
られなかったが、この可能性を完全に排除す
ることは困難なためである。 
そこで、③として、チンパンジーとアカゲ
ザルを対象に、実験場面で刺激への接触経験
を統制ができるように人工的な序列を用い、
あらためて空間と序列の感覚感一致を分析
することにした。 
その際、数字系列課題に着目した。この課
題においては、被検体は画面上に提示された
複数の数字を小さいものから順に選んでい
くことが求められた。こうした課題をランダ
ムな数字の配置で訓練した後に、テスト試行
では数字が左右に二つ提示された。あるとき
は系列の最初のアイテムが空間の左側に、ま
たあるときは右側に提示された。こうしたテ
ストを行ったところ、最初のアイテムが空間
上の左に、最後のアイテムは空間上の右に提
示されている際にその逆の配置よりも成績
が向上することが観察された。また、利き手
はこの成績の差異には影響を与えておらず、
これらの情報が感覚間一致を生み出してい
る可能性を強く示唆した。これは、ヒトの
SNARC 効果によく似た現象である。今後、こ
うした感覚間一致をより詳細に調べるとと
もに、さらに異なる感覚間一致へと分析を展
開していくことで、ヒトの感覚間一致の進化
的起源を探求する。 
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